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４
月
５
日
、
三
島
市
出
身
の
詩
人
で
名
誉
市
民
の
大
岡
信
さ
ん
が
86
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
追
悼
特
集
と
し
て
、
主
な
歩
み
、
代
表
的

な
仕
事
、
三
島
に
関
連
す
る
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

1983 年ごろの大岡信さん▲

【大岡信さんの主な歩み】
1931年　田方郡三島町（現三島市）に

歌人大岡博の長男として生まれ、
沼津中学（現沼津東高）時代に詩作
を始める
1953年　東京大学文学部国文科卒

業、在学中は学内誌や同人誌に詩
や評論を発表。読売新聞社入社　
1955年　第一評論集『現代詩試論』、

翌年第一詩集『記憶と現在』刊行
1963年　読売新聞社退職、以降多くの

芸術家と交流をもつ。詩作のほか美
術評論や古典評論を活発に展開

1980年 『折々のうた』で菊池寛賞受賞
1999年　第１回「しずおか連詩の会」、

08年まで参加
2009年　「大岡信ことば館」開館

『私の万葉集』講談社 1993 ～ 95 年▲
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　安久のワイルドフラ
ワー畑です。矢車草、ひ
なげし、アフリカキンセ
ンカ、ツマシロヒナギク
など色とりどりの花が、
美しく咲き乱れます。
　 ４ 月 29 日（ 土・ 祝 ）
には、「安久お花畑音楽
会」が開かれました。

追
悼

大
岡
信

三
島
市 

名
誉
市
民
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問
大
岡
信
こ
と
ば
館
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郷
土
資
料
館
☎
９
７
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・
８
２
２
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図
書
館
☎
９
８
３
・
０
８
８
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大
岡
さ
ん
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
連
句
に
倣
い
、
共
同
で

詩
を
制
作
す
る
「
連
詩
」
を
70
年
代
初
め
に
提
唱
。
80
年
代

に
は
、
欧
米
で
海
外
の
詩
人
た
ち
と
も
精
力
的
に
連
詩
制
作

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
、
朝
日
新
聞
１
面
に
79
年
か
ら

29
年
間
連
載
し
た
「
折
々
の
う
た
」
は
、
古
代
の
歌
謡
か
ら

現
代
詩
ま
で
、
訳
詩
も
含
め
古
今
東
西
、
日
本
語
で
書
か
れ

た
「
う
た
」
を
題
材
に
、
毎
日
一
つ
を
と
り
あ
げ
解
説
を
行

う
人
気
コ
ラ
ム
で
し
た
。

　

大
岡
さ
ん
は
、
故
郷
で
あ
る
三
島
や
せ
せ
ら
ぎ
に
つ
い
て

の
詩
も
書
い
て
い
ま
す
。
三
島
町
奈
良
橋
は
、
現
在
の
三
島

市
中
田
町
で
す
。
故
郷
愛
の
強
さ
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

大
岡
さ
ん
の
詩
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

中
国
語
な
ど
に
翻
訳
さ
れ
、
海
外
で
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
89
年
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化

勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
、
04
年
レ
ジ
オ
ン
・
ド
・

ヌ
ー
ル
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ
受
章
、
96
年
に
は

マ
ケ
ド
ニ
ア
詩
祭
で
金
冠
賞
受
賞
と
、
詩
人

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
97
年
に
文
化
功
労
者
、
03
年
に

文
化
勲
章
を
受
章
し
、
明
治
大
学
と
東
京
藝

術
大
学
の
教
授
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
、

日
本
現
代
詩
人
会
会
長
な
ど
も
務
め
ま
し
た
。

三
島
に
つ
い
て
の
詩

三
島
町
奈
良
橋
回
想

掘
抜
き
井
戸
が
狭
い
小
さ
い
庭
に
あ
つ
た
。

茗
荷
が
ち
よ
ぼ
ち
よ
ぼ
生
え
て
ゐ
た
。

塀
ぎ
は
に
白
萩
の　

こ
れ
は
り
つ
ぱ
な
群
生
も
あ
つ
た
。

ほ
ん
と
に
ち
つ
こ
い
借
家
だ
つ
た
、
恥
づ
か
し
い
ほ
ど
。

だ
が
何
て
つ
た
つ
て　

あ
の
透
き
徹
る

冷
た
い
清
水
。
天
の
甘
露
よ　

地
の
玉
露
。

な
ま
ぬ
る
い
水
道
水
は
引
い
て
な
か
つ
た
、
そ
の
か
は
り

縄
で
吊
る
し
た
西
瓜
が
、
真
赤
に
冷
え
て
滴
つ
た
。

観
世
流
の
謡
を
う
な
つ
て
ゐ
た
父
ち
や
ん
も
、

暗
い
う
ち
か
ら
お
釜
を
し
や
か
し
や
か
炊か

し

い
で
く
れ
た

母
ち
や
ん
も
、
こ
の
水
が　

誇
り
だ
つ
た
。

夢
の
中
で
も　

伸
び
た
藻
草
が
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
、

坊
や
は
や
が
て　

こ
の
奥
の　

水
の
都
へ
帰
つ
て
来
る
の
さ
、

ゆ
ら
ゆ
ら
と
頬
笑
ん
で　

手
招
き
し
て
ゐ
た
。

詩
集
『
世
紀
の
変
り
目
に
し
や
が
み
こ
ん
で
』
思
潮
社　

二
〇
〇
一
年

「
連
詩
」の
提
唱
や『
折
々
の
う
た
』

輝
か
し
い
功
績

▲連詩『ファザーネン通りの縄ばしご』▲『折々のうた』原稿

▲ 2008 年ごろの大岡さん

▼�

大
岡
信
こ
と
ば
館
…
９
月
16
日
㈯
～
11
月

26
日
㈰
に
「
大
岡
信
追
悼
特
別
展
」
を
開

催
予
定

▼�

図
書
館
…
「
追
悼
大
岡
信
」
開
催
中

　

※
詳
細
は
広
報
み
し
ま
５
月
１
日
号

追
悼
展
示
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